
科目名 インターンシップ　Internship
授業形態 実習
標準履修年次 1・2年次
実施学期・曜時限等 通年　応談
単位数 2単位
担当教員名 看護科学専攻教務委員長

研究指導教員
ティーチングフェロー（ＴＦ）・
ティーチングアシスタント（ＴＡ）

なし

オフィスアワー等 事前に担当教員の予定を確認の上で訪室すること
授業の到達目標
（学習成果）

(1) 看護実践経験を持たないあるいは看護実践経験が少ない学生が、実践経験を通して、看護を科学的に捉える機
会を得ることができる。
(2) 上記の取り組みを通して看護科学特別研究につながるような知的探求が行える。

他の授業科目との関連 専門基礎科目、専門科目のすべて
履修条件 次のいずれかを満たす者

　看護師の有資格者で臨床経験が3年未満である
　日本の看護師資格を持たない（留学生含む）
なお専門看護師養成課程を選択する者と助産師養成課程を選択する者は、上記によらず履修不可

授業概要 看護実践経験を持たない学生に対して、看護を科学的に捉える実践経験の場とすることを目的とする。学生は病院、
学校、保健所・保健センター、訪問看護ステーションなどで自らの課題に応じた計画を主体的に実践、評価し、看護科
学特別研究に繋がるように探求する。

キーワード 看護実践、実習、インターンシップ、研究的視点
授業計画 　各自が設定した課題を、実践を通して追究するために、病院、学校、保健所･保健センター、訪問看護ステーション

などでインターンシップを実施する。高度専門職業人を育成するためのプログラムであり、担当教員のスーパーバイ
ズを受けながら学生と施設側で協議し、学生の業務や施設側の教育・研究環境等を明確化し、質の高いインターン
シップを保証する。
　学生は自らの課題を設定し実習計画を立てる。
　　・計画書には課題を選択した動機、背景、意義を明記する。
　課題及び実習計画について、担当教員と妥当性を検討する。
　課題から実習施設を決定する。
　　・学生が、課題および実習計画を施設側の実習担当者に示し承諾を得る。
　　・実習期間は、臨地での実習があわせて10日以上となるように形態を目的に合わせて計画する。
　　・学生と実習施設との間で、書面により、基本となる実習内容、条件等を記載した確認書を交わすことが望まし
い。
　実習前に、インターンシップ申請書を専攻事務に提出する。
　学修時間の割り当て及び授業

外における学修方法
自ら設定した課題が看護科学特別研究に繋がるような探索的な実習を行うために、充分な予習・復習を行うこと。

成績評価方法 3分の2以上の出席を単位取得の要件とし、最終評価がC以上をもって単位を認定する。

＜評価方法と評価配分＞
　実習施設による評価と実習報告書の内容を総合的に評価する。

＜評価基準＞
　評価の視点は以下のとおりである。
1. 自らの課題を設定できる。
2. 課題に応じた計画を立案できる。
3. 計画に基づき主体的に実践できる。
4. 計画に基づき実践したことを評価し、自らの今後の課題を明らかにできる。

上記に対応した評価基準は以下のとおりである。
A+ : 上記1～4を自身で達成できる。
A: 上記1～4をほぼ自身で達成できる。
B: 上記1～4を教員の指導を受けながら達成できる。
C: 上記1～4を教員の指導を受けながら概ね達成できる。
D: 上記1～4を教員の指導のもとでも達成できない。

教材・参考文献・配布資料等 必要があれば各担当教員が別途提示する。
その他（受講生にのぞむことや
受講上の注意点等）

遅刻、途中退出、やむを得ず欠席する場合の扱いについては、受講生の状況を鑑みて各担当教員が決定する。
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